
第１回鴻巣市議会議員政治倫理審査会 

 

日 時：令和３年７月５日（月） 

午前１０時 

場 所：市役所５階 理事者控室 

 

次   第 

 

１ 会長・副会長の互選について 

審査請求に係る事案の審査会への付託 

 

２ 会議の公開・非公開について 

 

３ 傍聴の取り扱いについて 

 

４ 審査請求内容の報告 

 

５ 今後の審査会日程（案）について 

 

６ その他 
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○鴻巣市議会議員政治倫理条例 

平成18年９月29日条例第52号 

（目的） 

第１条 この条例は、鴻巣市議会議員（以下「議員」という。）が、市政は市民の厳粛な信託によ

るものであることを認識し、市民の代表者としての自覚を持ち、その地位による影響力を行使し

て自己又は特定の者の利益を図ることのないよう必要な措置を定めることにより、市政に対する

市民の信頼にこたえ、公正で開かれた民主的な市政の発展に寄与することを目的とする。 

（議員の責務） 

第２条 議員は、市民の代表者として、市政に関わる機能と責務を深く自覚し、地方自治の本旨に

基づいてその使命の達成に努めなければならない。 

２ 議員は、その行為が第４条に規定する政治倫理基準に違反するとして疑惑を持たれ、又は政治

的若しくは道義的な批判を受けたときは、誠実に疑惑の解明に当たるとともに、その責任を明ら

かにしなければならない。 

（市民の責務） 

第３条 市民は、主権者として自ら市政を担い、公共の利益を実現する義務を負うものであるとの

自覚を持ち、議員に対し、その地位による影響力を不正に行使させるような働きかけを行っては

ならない。 

（政治倫理基準） 

第４条 議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなければならない。 

(１) 政治的又は道義的な批判を受けるおそれのある寄附を受けないものとし、議員の後援団体

についても、同様とすること。 

(２) 市が行う許可、認可又は地方自治法（昭和22年法律第67号）第92条の２の請負（以下「請

負」という。）の契約に関し、特定の企業、団体等のために有利若しくは不利な取り計らいを

しないこと。 

(３) 市が設立又は出資している法人及び市が補助金を交付している団体の請負の契約に関し、

特定の企業、団体等のために有利若しくは不利な取り計らいをしないこと。 

(４) 市職員の公正な職務執行を妨げ、その権限又は地位による影響力を不正に行使するよう働

きかけないこと。 

(５) 市職員の採用、昇任、人事異動等に関し、特定の者の推薦、紹介その他地位を利用した影

響力の行使をしないこと。 
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(６) 市民の代表者として、その品位を損なうような行為を慎み、その職務に関して、不正の疑

惑をもたれるおそれのある行為をしないこと。 

(７) 議員としての発言又は情報発信（第三者をして発言又は情報発信させる場合を含む。以下

「発言等」という。）は、事実に基づいて行うこと。 

(８) 発言等において、他人の名誉を毀損し、又は人格を損なう行為をしないこと。 

(９) 議員の地位を利用して、セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメントその他の人

権侵害のおそれのある行為をしないこと。 

（請負の契約に関する遵守事項） 

第５条 議員は、地方自治法第92条の２の規定の趣旨を尊重し、配偶者及び当該議員の２親等以内

の親族又は同居の親族が経営する企業並びに議員が実質的に経営に関与する企業と市が行う請負

の契約に関して、市民に疑惑の念を生じさせないよう努めなければならない。 

２ 前項に規定する実質的に経営に関与する企業とは、次の各号のいずれかに該当する企業をいう。 

(１) 議員がその経営方針に関与している企業 

(２) 議員が報酬を定期的に受領している企業 

(３) 議員が資本金その他これに準ずるものの５分の１以上を出資している企業 

（誓約書の提出） 

第６条 議員は、この条例を遵守する旨の誓約書を議員の任期開始の日から30日以内に、議長に提

出しなければならない。 

（審査の請求） 

第７条 市民及び議員は、第４条に規定する政治倫理基準又は第５条に規定する請負の契約に関す

る遵守事項に違反した疑いがあると認めるときは、これを証する資料を添えて、次の各号に掲げ

る場合の区分に応じ、当該各号に定める連署をもって、その代表者（以下「審査請求代表者」と

いう。）から議長に対し、政治倫理審査の請求（以下「審査請求」という。）をすることができ

る。 

(１) 市民が審査請求する場合 議員の選挙権を有する者（公職選挙法（昭和25年法律第100号）

第22条の規定による選挙人名簿の登録が行われた日において選挙人名簿に登録されている者を

いう。）の総数の50分の１以上の者の連署（審査請求した日前１月以内に行われた署名の連署

に限る。） 

(２) 議員が審査請求する場合 鴻巣市議会議員定数条例（平成14年鴻巣市条例第45号）に定め

る議員の定数の２分の１以上の者の連署 
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２ 議長は、前項第１号の審査請求があったときは、直ちに、選挙管理委員会に対し、審査請求の

書類に署名した者が選挙人名簿に登録された者であることの確認を求めるものとする。 

３ 議長は、前項の規定による選挙管理委員会の確認の結果、審査請求が第１項第１号に規定する

要件を満たしていると認めたときは、その旨を審査請求代表者に通知するものとする。 

４ 議長は、第２項の規定による選挙管理委員会の確認の結果、審査請求が第１項第１号に規定す

る要件を満たしていないと認めたときは、当該審査請求を却下するものとし、理由を付して、そ

の旨を審査請求代表者に通知するものとする。 

（審査会の設置） 

第８条 議長は、前条の審査請求を受けたときは、鴻巣市議会議員政治倫理審査会（以下「審査会」

という。）を設置し、審査請求に係る事案の審査を審査会に付託しなければならない。 

２ 審査会の委員は、６人以内とし、議員の中から議長が任命する。 

３ 審査会の委員の任期は、付託された事案の審査結果を議長に報告した日までとする。 

（審査会の審査等） 

第９条 審査会は、前条第１項の規定により審査を付託されたときは、当該事案の適否又は存否に

ついて審査を行うものとする。 

２ 審査会は、前項の審査を行うため、当該議員に対し、出席を求め、事情聴取等必要な調査を行

い、又は関係資料の提出を求めることができる。 

３ 審査会は、審査請求代表者から事情を聴取し、証拠書類等の提出を求め、又は市民その他の関

係者を参考人として出席させ、意見を聴くことができる。 

４ 審査会の会議は、公開するものとする。ただし、出席委員の３分の２以上の同意を得たときは、

これを公開しないことができる。 

５ 審査会は、付託を受けた日から90日以内に審査結果を議長に報告しなければならない。ただし、

やむを得ない理由があるときは、その期間を延長することができる。 

６ 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また、同様とする。 

７ 委員は、その職務を政治目的のために利用してはならない。 

（議員の協力義務） 

第10条 議員は、審査会の要求があるときは、審査会の会議に出席して意見を述べ、又は関係資料

を提出しなければならない。 

２ 審査会は、議員が調査に協力せず、又は虚偽の報告をしたときは、その旨を公表するものとす

る。 
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（議長の措置） 

第11条 議長は、第９条第５項の規定により審査結果の報告を受けたときは、速やかに当該審査結

果を審査請求代表者に通知するとともに、議会に報告し、その概要を市民に公表するものとする。 

２ 議長は、審査会の報告を尊重し、第４条に規定する政治倫理基準又は第５条に規定する請負の

契約に関する遵守事項に違反すると認められる議員に対し、必要な措置を講ずることができる。 

（贈収賄等による有罪確定後の措置） 

第12条 議員が、刑法（明治40年法律第45号）第197条から第197条の４までの各条及び第198条に規

定する贈収賄、公職にある者等のあっせん行為による利得等の処罰に関する法律（平成12年法律

第130号）第１条に規定する公職者あっせん利得その他職務に関連する犯罪により有罪とする判決

の宣告を受け、その判決が確定したときは、公職選挙法第11条第１項の規定により失職する場合

を除き、議会は、市民の代表者としての品位と名誉を守り、市政に対する市民の信頼を回復する

ため、必要な措置を講ずることができる。 

（この条例の見直し） 

第13条 議会は、常に市民の意見、社会情勢の変化等を勘案し、必要があると認めるときは、この

条例の規定について検討を加え、その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとする。 

（委任） 

第14条 この条例の施行に関し必要な事項は、議長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に議員である者の誓約書の提出については、第６条中「議員の任期開始

の日から」とあるのは、「この条例の施行の日から」と読み替えて適用する。 

附 則（平成28年３月30日条例第19号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成28年５月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の鴻巣市議会議員政治倫理条例の規定は、この条例の施行の日（以下この項において「施

行日」という。）以後にされる審査請求について適用し、施行日前にされた審査請求については、

なお従前の例による。 
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附 則（令和２年６月26日条例第30号） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和２年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の鴻巣市議会議員政治倫理条例の規定は、この条例の施行の日以後にされる審査請求に

ついて適用し、同日前にされた審査請求については、なお従前の例による。 
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○鴻巣市議会議員政治倫理条例施行規程 

平成18年９月29日議会告示第２号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、鴻巣市議会議員政治倫理条例（平成18年鴻巣市条例第52号。以下「条例」と

いう。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（誓約書） 

第２条 条例第６条の誓約書は、誓約書（様式第１号）のとおりとする。 

（審査の請求） 

第３条 条例第７条の規定により政治倫理審査の請求（以下「審査請求」という。）をしようとす

る者は、次の各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号の請求書（以下「審査請求書」という。）

を議長に提出しなければならない。 

(１) 市民が請求する場合 鴻巣市議会議員政治倫理審査請求書（市民用）（様式第２号） 

(２) 議員が請求する場合 鴻巣市議会議員政治倫理審査請求書（議員用）（様式第３号） 

２ 前項の審査請求書に添付する資料は、条例第４条又は条例第５条の規定に違反する疑いのある

事実を証する書面でなければならない。 

３ 条例第７条第１項第１号の場合において、地方自治法（昭和22年法律第67号）第74条第７項に

定める期間は、審査の請求及びそのための署名を求めることができない。 

４ 条例第７条第３項に規定する通知は、審査請求確認通知書（様式第４号）により行うものとす

る。 

５ 条例第７条第４項の規定する通知は、審査請求却下通知書（様式第５号）により行うものとす

る。 

（審査会の会長及び副会長） 

第４条 条例第８条の鴻巣市議会議員政治倫理審査会（以下「審査会」という。）に会長及び副会

長１人を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審査会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代理する。 

４ 会長及び副会長の任期は、委員の任期とする。 

５ 会長及び副会長が辞任しようとするときは、審査会の許可を得なければならない。 

（審査会の会議） 

第５条 審査会の会議は、会長が招集し、議事を整理する。 
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２ 審査会の会議は、委員の３分の２以上の出席がなければ、これを開くことができない。 

３ 審査会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

（委員の除斥） 

第６条 審査会の委員の除斥は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第117条の規定を準用する。 

（意見の陳述） 

第７条 審査会は、条例第９条第２項の規定により審査を行うに当たっては、当該議員に意見を述

べる機会を与えなければならない。 

（傍聴の取扱い） 

第８条 審査会の会議の傍聴については、鴻巣市議会傍聴規則（昭和43年鴻巣市議会規則第２号）

の例による。 

（審査請求書の補正） 

第９条 審査会は、条例第９条の審査に当たっては、審査請求書の記載事項及び添付資料の内容に

ついて審査し、審査請求書に不備があるときは、期限を定めて、審査請求をした者（以下「審査

請求代表者」という。）に鴻巣市議会議員政治倫理審査請求書補正命令書（様式第６号）により

補正を命ずることができる。 

（審査請求の却下） 

第10条 審査会は、審査請求代表者が前条の補正命令に従わないときは、審査請求を却下し、鴻巣

市議会議員政治倫理審査請求却下通知書（様式第７号）により審査請求代表者に通知するものと

する。 

（審査結果の報告） 

第11条 条例第９条第５項に規定する審査結果の報告は、鴻巣市議会議員政治倫理審査結果報告書

（様式第８号）によるものとする。 

（審査結果の通知及び公表） 

第12条 条例第11条第１項の規定による通知は、鴻巣市議会議員政治倫理審査結果通知書（様式第

９号）により行うものとする。 

２ 条例第11条第１項の規定による公表は、鴻巣市公告式条例（昭和29年鴻巣市条例第１号）第２

条第２項に規定する掲示場に掲示してこれを行うものとする。 

（庶務） 

第13条 審査会の庶務は、議会事務局において処理する。 

（その他） 
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第14条 この規程の施行に関し必要な事項は、議長が別に定める。 

附 則 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（平成28年４月25日議会告示第３号） 

この告示は、平成28年５月１日から施行する。 

附 則（令和２年６月26日議会告示第１号） 

この告示は、令和２年７月１日から施行する。 

附 則（令和３年３月30日議会告示第１号） 

（施行期日） 

１ この告示は、令和３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示の施行の際現にあるこの告示による改正前の様式による用紙については、当分の間、

これを取り繕って使用することができる。 
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市 11

様式第 3号 (第 3条関係)

鴻巣市議会議長 様

鴻巣市議会議員政治倫理審査請求書(議員用)

令和 3年 多月バ知

審査請求代表者
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鴻巣市議会議員政治倫理条例第 7条第 1項第 2号の規定に基づき、次のとおり審査を請求します。

1 審査請求の対象となる議員名  阿部慎也議員、羽鳥健議員、中野昭議員
2 連反していると認められる政治倫理基準又は請負の契約に関する遵守事項
該当条項 鴻巣市議会議員政治倫理条例第 4条 (6)(7)(8)
3 政治倫理基準又は請負の契約に関する遵守事項に反する疑いの内容
上記 3名会派発行の通信において、条,1違反の疑い。別紙参照。

4 政治倫理基準又は請負の契約に関する遵守事項に違反する疑いがあることを証する書類等

鴻巣市議会議員政治倫理条例第 7条第 1項第 2号の規定に基づき、阿部惧也議員、羽鳥健議員、中野昭議員に係る審査を
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鴻巣市議会議長 人塚佳之 様

鴻巣市議会議員政治倫理審査請求理由

去る4月 末日、新聞折込された「チームコスモス通信 令和 3年 4月 臨時号J(以 ドコス
モス通信)において、事実との相違や根拠不明な点、名誉毀損にあたる内容があり、市民か

らの信頼や信用を失墜されかねない行為がみられました。

本市においては、令和 2年 6月 定例会において、鴻巣市議会議員政治倫理条例を改正し、

事実に基づく発信を行うことや他者の名誉を傷つける行為の禁止をワ1確に行なったところ

です。改正から1年 も経たずに、本行為を行なったことは、会派チームコスモスと所属議員

である、羽鳥健議員、中早r昭議員、阿部慎也議員に対して議員としての資質を疑わぎるをえ

ません。市議会の品位を傷つける重人な行為を行なったと考えています。また、本行為につ

いては、鴻巣市議会議員政治倫理条例第 4条 (6)(7)(8)に違反していると考えていま
す。

鴻治1会、こうのす自民、公明党、かいえんたいの4会派としては、令和 3年 5月 13日 に

金子前議長に対して遺憾の意を示したところであります。また、鴻巣市長からも5月 28日

付で議長に対し、「会派の広報用発行物についてJと いう文書にて事実相違等が示されてい

ますが、その内容も我々が問題視している点と同様の見解も含まれておりました。

本件については、不適切と認識した以下指摘事項を政治倫理審査会にて事実確認を行な

っていただき、条例違反が認められた場合は、羽鳥健議員、中黒即召議員、1可部恨也議員に対

して厳正なる措置を行っていただくことを期待します。

言己

指摘事項

1 コスモス通信 裏面の左「 、「たしか市長と K]1業の元社長、現在は会長さんですか
ね?(中略)も っばら評判です。Jの部分は、令和 3年 3月 18日 開催の議会運営委員会によ

り、不適切な発苦として、チームコスモスの中野昭議員も含めて、発言の取消が妥当との結

論となり、阿部瞑也議員においても議場にて発言の取消をしたにも関わらず、コスモス通信

に記載している行為は、議会の決定事項を軽視していることに加え、議会に対する市民の信

頼を失墜するものと考える。よって、鴻巣市議会議員政治倫pII条例第 4条 (6)(7)に違
反していると考える。



2 コスモス通信 表紙■1の「議会とlll行部の正常化を取り戻す動議否決される Jの部分で、
コスモス通信では「質問しましたJと 記載しているが、実際は阿部瞑也議員による不規興1発

言であった。この不規則発言について令和 3年 3月 22日 に議会運営委員会が開かれ、チ

ームコスモスの中野昭議員以外は全員が不規則発言と認定し、本人も不規則発どと認め、発

言の取消を行なっているにもかかわらず、あたかも市議会や市執行部が悪いように表現す

ることは、議会決議に対する冒涜であり、市議会の品位を損ねているものと考える。また、

事実とかけ離れた表現をすることはあってはならないものである。

以上の点から、鴻巣市議会議員政治倫理条例第 4条 (6)(7)に違反していると考える。

3 裏面  【3密は回避 親密にならないように 1】 の本文中「尚、大字の部分は議会運営
委員会の決定として野本恵司委員長 加藤英樹副委員長が発言の取消を迫りました。Jと あ
るが、発言の取消については令和 3年 3月 22日 開催の議会運営委員会の決定であり、議長

応接室にて議会事務局職員の同席のもとで当該 2名 は決定があったことを伝えたが、迫っ

てはいない。

逆に、阿部瞑也議員は両名を鋭く院み付け、恐怖を感じたところである。阿部慎也議員は、

同じ市議会議員に対しても時に「日のきき方に気をつけろJと いうような怒号を発する人物

であり、普段より恐怖を感じている議員や職員が阿部領也議員に「迫るJと いうことはあり

えない。

上記の「野本恵司委員長 加藤英樹副委員長が発言の取り消しを迫ったJと いう件は、事
実と相違し、個人の名誉毀損をしているため、鴻巣市議会議員政治倫理条例第 4条 (7)

(8)に違反していると考える。

4 コスモス通信 裏面  「本L束を懐に入れるのが入札ではありませんJと いう表現につい
ては、市のおこなう入札について不信感をいだかせる不適切な表現と言わぎるを得ないが、

市議会の代表者会議におけるチームコスモス代表の見解としては、「読者には小学生もおり、

小学生にとっては人札という用語が理解できないだろうから、入札は札束を入れるもので

はないというのをわかりやすく表現したJと の趣旨の発言をしているが、これは詭弁と言わ

ぎるを得ず許されるものではない。

よって鴻巣「 議会議員政治倫理条例第 4条(6)(8)に違反していると考える。

以「



参考

轟霧慧置電 暑註霊霊:奮翻路顕

嘉五貧尋難驚量奪黒鼻糞単F生
彗書セィー彎

令和3年 4月 臨時号
1費籍奮〕鋳曇―     

・

チーム議スモス

警麺
“
貌 懇 勢
1:1嬌048‐ 1賢‖レ0731

鮮甕墓懸驚籐響麟慧
響轟       甕
li難要藝難壼攀甕塾:::縁ならヽ盤彗彗こ舞事、―壌て翼3〕舞し拿し亀
量輩臨 織響響

筵猿
“
輌難コウル

7
チ"ムコス電スが発額彗鐘的費電籍の難縁拶維移観 あ曇こ多

=lJユ奪ぜな彗
"壺“

分義餞難″べ藤 参で,泰こと漁崚えが尋なつ定歩鎮
拿毒霧毒書城『奪

～
七かならなな電お こ言うと性彗●懇りですか各つ一嘉

"奪

.●●ta彗一方で Faち口難 各鏡
"で
盤 をヽ働配t'』 な砥舞すみ場

:議塁:籍欺 嘉 尋裏 :「
毎学期 縛 鶴 轟 毅 な

~

蓼l裂 懸 鐵 麗 難 霧 箇 欝 難 舞
義嚢了尋ことが特なれてtも患すJ.亀静撃び機各裁 ma書費費すoま 争
象賛裁

"盤
書機脅覇7● 3務織じt彗員絶義曇饉 3ことなど秘争ttヽ Ll

讐響お警
=電
ん。■幸奢菫へ0■集鶴 り奮∵。そこで義総鶏彙奪脅奪を

警輩 嘉 ヒ夏:饗 憲 覇 鶏 鶴 窮 難 E難

饉犠 舞二剰魔海奪覇騰鋼 が社套構黎 曝 こう義なり1臓台 無
T事難奮と琴募らの場義織鶏線鐸す義不曇瞑富舞序と― =響

凛機
霧久鶏鼻書薇0套亀と棒うことかる.峰舞義霧 が勢懇れft事舜
奪城金機発年

'霧
参:=毎縄
=嘉
筵盤島懇亀碧触針雷●鋼彗警金魯3年

霞毒1蓼霧.取T:f拿 移亀。これ筵よ攀 {薇獅多簿義場富o彗の亀織齢
縛彗彗颯造なつ摯し篠
こうなな 峰 響 轟 事菫●難 難 襲 ―
奪舞簿を建君予

=最
撃現■蒻曇o姦場で轟つたこと観細え.マス奪

=羹曇奪ガ六 魏々颯菫多上鵜 魯たここ
=あ
るかと舞
"観
こうしたこと

が事年 1月●8～ 12彗参鶴な簿われ義宅曇奪継角彙― 鋼●

"菫
=し舞織崚薇舞書t嬌お罐お31て全奮薇守a籍霧金彗壼書幸奪4t霧―

尋理鶴農に義れ慇こ菫えます。

今霧参■謝嚇義竜八準―ム薔数摯J予
=鳩
が事彗槻久毒長の上増で尋

写肇圭亀珂霞義繍0したな●●m毎難場自ともヽわゴふ犠霧
=せ
基 モ参

鵜 で与●目罐毅購彗事盤奪とお義a軽なが包暫夢奪撃っており、事曇
彗身がわ霧翼盤 ユ■て瑳隷 続租霞6万翔ヒ奪鶏獅 万教 動轟覇争
舞轟0鎗彗で参子霧錦》後嚢貯薔豊暮奮。つまつステーク拿ルダー

`職
婁舞甕響》わγムで義季童す,こめ増拿政驚

=驚
書驚.鋼社
"毅
筵曇曇

マ犠なく名鶏金舞ち犠島だ蹴協義■録鎮菫む〕こ言つぎ0■勢●■名

舞 舞 人事織ム
ー
義 舞 と舞よる事A●

裁― 長●●うと、議員盤奮Aとして魯敵予奪嶋義摯難●命
―人で幕

つ難こと難嘉箋ιるなtヽ Jを そ縁ことで自数
=駕
理宅鋼いたとは考えて曇

ない。今雛

…

雛食共働鋼睡轟ム0な0毅萄町・●稔ことであつ、
饗 織 が職場奪なつたこと

'ムー
韓積つていると養く

壼

"菫
線― ■髪なな

tta警券してな1ます
=毒
筆襲月絶種書●―

菫富亀 21興難テレイ襲彗のグッドモーニングで裁壌き魯●事量鶴書

奪び鶯.多く奪な鍵饉豊拳をき縛え亀も鶴毎各ず、竃■饉雹亀査難多ヽ難
と撃電えて与もなも:という義磐亀 傘り電も由傘拿裁鬱奪え方であり。事

曇としてある拿じ書彗
=で
総熱を`雪じ事う摯ゥ

多転 モ理駐 金奏亀整 でし攣うぅそ
0後.舞後童,t m猿霧褒したが、尋童精■奪嚢務

=よ
つ番無菫

れ
=し
れ r強く子と崎■― ―

j盛 事,.

事盤奪霧義競義難に舞ずる事製資奪舞奪争凛数静霊碧がな長な人分

土場であつたことが舞最筵奪,亀主攀 れかと霧長呼観 じ

奪犠な
霧曇彗多数書参織義僕霧絶対する手疑窮承舞癖蒙穂めな上でな軍鑽奮

の毎霧彗書欄で為ると建へ 菫理学霧が本人参t毒であふ意なが地鏑義
鶏環題幕書薄た義縁と組彙鍛して準毬Llと組舞番磐― 懇て

'1表

す。

こ参よう難富長鑓今鶴霧 4轟諄:務
=覆=霧
BO― 夢自彗覇なつ

たこと菫舞する鋼颯露薇書多毬ιl撃参サ籍.夢嘉奮働
"鏡
舞犠誓義諄し ,

てみつ、霧政参長と移で

「

蓼て務書義ろも霧守雲なく鋼けなι摯な言わ霧
るな毎
=せ
名

3月
=貌
い梶奪t争てお曇より繊

=曇
義象義鶴な額嚇が費舞奪義金し

亀 ウ騰も靭犠独 事和風
=″
鶴費口
=轟
教宙轟
=し
たtilと― ■

.

諄赦参繊猿羹彙霞L纂封奪,■薇2で畷奪官鶉康毎なっチームコスモ
ス
'亀 =銹
覇輿舞薇T奪理由から菫

"移
拿した。        ´

教盲掛員会雀鯉彗事籍撃大なく鍛請て等裁■■と歓金機奮があ参議ア

が.壺撃季毬犠霧
=幕
ηます。それ難載爾曇働多く多昇鼻拡毎多み碁倉

臨 額 ― で幕碁こと参うも分か参ます。教育彗奪魏約なサ毅

響 、現毒を十奮鐘舞つて綿みこと
'人
事纂で薇舞奪毅鶏― で考

磯力臨書がり書持つても]ふ摯参です。これら鍛嘉な ァ笙費わ季力舞

び亀教舞彗納わ劉上菫生彦営各ことになみ参らです。



あべしんや議員

,月議会では,ザなんな入亀機暴長oた方と触今
"顔
傷

が犠 lt亭魚の人軋饉●麟で03のか.撃亀富に″ ttた 彙摯0ごみ鶴籠■雌崚
ぼついて颯打撃0●綺會鵜 1ヽ■し,し議.          ,
麻ず入れ腱鵡量0鬼

"諄

寵m金 饉― tA軋総農と僻せて鸞付奪40
費料です。その

"薔
線多颯ム亀粛民の臓積 場薇まで0機綺― 言れてい

出Ψ.4′がし:それ線●■と:=全 く演う彙餞でし亀.●臓0ぼお1,6継o僣、
綺で偽鸞した蔵00●電盤3年も鶴から織責任に凛情富れて載まし亀_「た
機薩警償粛鷲入れに‖け0■■倉●AJmO● メ櫨魔で●●か畿Hサ 0
ため●●●となふ

"僣

点を機腱しないこしたとはこうて●18日で鬱ない。露
傷れたくな●l事責″饉官れて.tもようになえてならないのでF.

本略Aリンク絶蠅電ォれ0土
=議
宙 ,■ ェ環o負鑢触八び織ガ徹揚菫よ0

戦t'が機営しました。しかもそ働鸞晨0嵐彙はなく2●●にも言われていま

L懸 響 冨 漱     羅 11出認 霊 鶴 輩 島
僻摯瞥化しています.そこ・で。こんな費鶴せしまし餞 夕たしか犠員とにエ
20彙韓長.ntは食晨

=ん
ですoね ? お二人は自織壼で颯めて神メよう

しいとめ
'.も
つば6●絆臀です.卸暉嶽上も綸令〕反メ見通きれて會たの

もtOttヽだ 1と中宙れる方は少なくない。つ
=υ
椰職が鶴われていもんで

す.お金も寺0まま健してぉく●tpには菫ぃけ
=せ
ん。そうした40撃 それ

こセJ機晨が猟魔になりて農地鰭縮鷹・地方薇海撻晨機し,かり麟窟し■あ
藤社対し繊哺賞儀嚇晨たすべ官と彎えますが、も

`″
がお守えでしムラ孵ア

イ機と準員で憾なく鯛率農が警力と颯
'P,晨
口海めttt対 場嶺し定す。

…競績として麟賊な韓織電つとめます。だ,て   ぉもゃ、お競な税餞 銀
lD毬ち,徹″驚含薇散λ移て響こう公共畢颯0人4にいloじ席礼して風ム:ち
●●帯翼の機構

"雪
離見苺嵐静働しヽたし:と ころで■,‖・ 六字0鮮分は搬壺

鷲激錮鰹脳縦昌露罵躍鶴議群整館籠壁

散ごみ鮨織
―
痣つぃては・市長は,儀聞い:=どのよう毬口凛警露機

し、モtt饉助けて″のような齢饉薔立ててお1るのか彙体的:こ鸞うr勢
"賞
載

t率申と岬年10月 から事麟レベル●離機食薇驚期的屁けなつてtt潔す。ご
み

…

職する綸

",■
見交職薇買題oました。薔議で饉ごみ麟湾菫敷

臨鶴Vも事

“

冑や碑組みが搬搬嗜れるまでの職虚鷹つ●て崚

"機
情尊い、言

員鶴にょも饉 」協僣で會も載競までためてち
'●
●ようにします。だッマ11

'富
儀難犠倉ですか, そo湾審雄o年の崚月と0燎 RO職

"む

かけて始
A・ 行田 `北串凛構警颯層金でやって守たじやなttかしその準彙髯めな員悔

:11露 t轟織Fい
ない.まな倉eドツ鑑綺てもここにな曇ψかな)0職

中掛あきら
=菫

機!二l10し 難内働織織韓腱健アンケート機構つ亀嬌蕪.観 薇●■に■力じ
てIA"十うとのことです。しかし,鶴議麟で辱亀鷹解0鐵凛

“

口傲臓び颯織
珈薦名赫
=静
魯から電ら

=れ
てい篠せん、凛た。晴として撃つク/・ ン餞鶴0

舞a静 1贈蹴た。1●3β
"人
め
't予 =難

●■.●滉繊凛礫0いβ識人、こt7、
機種順 組4●E颯機鶴で 1露鸞に4300人を織島んでtヽも,ォら鮮な.綺織
静晟びテ
"凛
感4月窯まで記俸人電碑議し,働麟及び鶴自讚嘔ともC静―夕″

センタ‐‐やテめ僣姜貯情1サ 6とこtす 0と0こ こでした。
崎菫串で|=麟ユつ織ァゥイ′じス麟櫨

"宅
饉●●の自競文

鬱桃職露:IllttFttT踊嵐ぶみぶ薔どれムニ籍

嵐告彗君等:霧轟道:I18鵞じ壼Fあ
ると0澤が●″ら五てtttv.この

これだ対し犠絆

"は
、麟麟珈o,ゥィルスに感餞竃れた財o機人僣暉モ協

鷲t,Ttiも ,小島■■び瞭けない中で、職繊饉

“

●竜鎌●●Ao"瑯 |ょ鑢
豫と言わ雷Ot縛率11こ●●丼でし亀

寺こで,甘鮨鵬納磁晏けた■は。この市議H・ア‡書韓の0僕 機どのよ うに
す0めから奪寵●槙颯膠妙 ,椰獲場つた凛鷺力

…

儀,c敏 1臓 :こり
いて執1,郷 臨鷺い賛機口した。

驚62月 16繊 で嗅

"●

織:0島麟載0む薇麟零韓つ   社会
=社
識人選)のとり籠懸命と猥■0臓絡

“

とで■餞の

“

員、掘嶋赫,
ttて i漁

“

饉●00出力機求ば ■●●であると0観鵬″あり摯した.その  電り
',0ま

までも遺雛縄費
"が
ないことなら、協t03つま脅め壺帰し、拡

曖曖か儀字でに1カ角″菫ざました。やこで、3職毬詢o巳凛●

“

餞と口颯  輛|コ″■鱗遺
“

磨償すも.事た。ま●0饉元埼戯鶏瞬僣颯 宝●呼命へ寄な
朧宙儀晨Vヮクテンm力 壊●Dmにっぃて郷・儀■じました も1よ うt7みet'vぐ島

=事
も社合■■燿人こうのこり出電金が饉工繊 cな

置れC驚し輪脅郷よりま0`う な薔
"が
あ ,量じ驚.饉

“

金がつクチン凛   ウ.4月 漱まで颯鸞7す 0この警
"メ
め

'麻
し島

け
“
リー 喘EW― 甲颯■`T軍へ襲つ元

=の
対簿Eつ          ため― 癬遺①敏口等、史自rrettII●のたo営

“

●■と籠麟して鐵り饉t'ttttt質 したとこう、●鸞3準鑽
=お
ttても競覇地増の機寵織― 小ウ  0とめ嗜,で した。

=し
,螢崚
"櫨
″ぐス,街●菫静し、事機場|●ほ学螂とヽ 0年が羹なもことか

ら、バス1●電絆陶■で鶴僣す
`こ

と職彎えてい0こむ嚇″でした.轟学島
におt夕もな,で0学■0先■o安全撻について博うたところ。菫凛地曖″ら
電麟中央小学綾へ向から菫機の目咆■からひばり

"史
麟薦解での員■L‐●

いて,颯0事彙こして鰐臨輌特滋o,滋りの菫出が,宣されており、この椰
館麗 摯協として崚焦なれた麟饉■、

…

o■績鷲囃 憲颯鰤76

鷲ん嗜t・尋T、 性金薔鷲摯人
=摯
0こ り■蹴金醸鷺籍●

"警
薦亀翼颯し4鷹

百驚覇踊罵器1轟解二ll奮麗LT:7臨 轟露ユ植綴

111灘I鐵撫確;:‖馨薇搬鱗驚
り、力和4●A籠おl,薔島中の力なも。颯t出海じrt)轟識織■mO●■等  …豪再鵠西ヵ月1337鶴凛ぉ

"亀
0猟
=で
■人漱りの議用摩― =黛

鶯ム
t壼鸞 鶯|■ ,管響電争111曇菫対塾姜讐寧警F"でな亀 撃綺時購 機ξ盤んで議,書議税 ルギ ン可な薇資し臨 tB凛書Кェ串総篤お

籍鷺 番轟i
督ついて鶴うと,驚t■施して 1ヽ■薔摯磯繊

=え
たょで,崚な備に餞鮨場属

會粕 4年 3月

''コ

にて饉
=4:摯
犠は属紋となもが、 4

だ
"魯
の餞嵐壌盤0■凛中宍4“学敏へ鸞つ鬼菫の対応につ

響3. 4″麟mttじ、雪ac奪る■■彙,■
"0鶴
臓凛鷺・壁織韓鶴

“

礫書  仲と傷に角審會,て機じ与1人城夕年以外饉しぃ●のではなtlだ 0り か.



1 

 

【今後のスケジュール（案）】 
 
《Ａ案》・審査請求代表者及び審査対象者から別々の日に意見聴取する場合 

回数 期 日 審 議 内 容 

１ 
７月５日（月） 

AM（10:00～） 

正副会長互選・審査請求書等内容の確認 

今後のスケジュール（案） 

２ 

７月１５日（木） 

or １６日（金） 

AM（9:00or10:00） 

審査請求代表者からの事情聴取・質疑応答 

（※請求代表者のスケジュール確認要） 

３ 

７月２９日（木） 

or ３０日（金） 

AM（9:00or10:00） 

審査対象者からの事情聴取・質疑応答 

（※審査対象者のスケジュール確認要） 

（※併せて、各個人から意見聴取確認要） 

４ 

８月 ５日（木） 

 or  ６日（金） 

AM（10:00～） 

審議・審査結果報告書の素案 

５ 

８月１８日（水） 

or １９日（木） 

AM（10:00～） 

審議・審査結果報告書まとめ 

 
 
《Ｂ案》・審査請求代表者及び審査対象者の意見聴取を同日に予定する場合 

回数 期 日 審 議 内 容 

１ 
７月５日（月） 

AM（10:00～） 

正副会長互選・審査請求書等内容の確認 

今後のスケジュール（案） 

２ 

７月１５日（木） 

or １６日（金） 

AM（9:00～） 

・審査請求代表者からの事情聴取・質疑応答を行い、 

その後、審査対象者からの事情聴取・質疑応答 

（※請求代表者及び審査対象者「各個人」のスケジュール確認要） 

３ 

７月２９日（木） 

or ３０日（金） 

AM（10:00～） 

審議・審査結果報告書の素案 

４ 

８月 ５日（木） 

 or  ６日（金） 

AM（10:00～） 

審議・審査結果報告書の素案        （※まとめ） 

５ 

８月１８日（水） 

or １９日（木） 

AM（10:00～） 

審議・審査結果報告書まとめ        （※５回目なし） 

     


